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昭
和
四
十
九
年
、
第
七
〇
回
芥
川
賞
を
『
草
の
つ
る
ぎ
』
で
受
賞
し
た
野
呂
邦
暢
は

三
十
二
年
六
月
か
ら
三
十
三
年
五
月
ま
で
自
衛
隊
員
で
あ
っ
た
。
一
九
歳
か
ら
二
〇
歳
に
か

け
て
の
約
一
年
間
で
あ
る
。

　

『
草
の
つ
る
ぎ
』
は
二
部
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
第
一
部
が
『
草
の
つ
る
ぎ
』
、
第
二
部

（
後
編
）
が
『
砦
の
冬
』
。
芥
川
賞
受
賞
作
は
第
一
部
『
草
の
つ
る
ぎ
』
で
あ
る
。
昭
和

三
十
二
年
六
月
、
佐
世
保
相
浦
の
第
八
新
隊
員
教
育
隊
に
入
隊
。
そ
こ
で
の
前
期
訓
練
の
様

子
が
淡
々
と
し
た
口
調
で
語
ら
れ
て
い
る
。
第
二
部
『
砦
の
冬
』
は
、
千
歳
の
野
戦
砲
部
隊

で
三
ヵ
月
の
後
期
訓
練
を
終
え
、
一
冬
を
過
ご
し
た
主
人
公
が
自
衛
隊
を
辞
め
る
ま
で
の
物

語
で
あ
る
。　

　

作
者
で
あ
る
野
呂
は
「
明
ら
か
に
意
図
は
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
作
品
に
昭
和
三
十
年
代

初
期
と
い
う
時
代
の
顔
が
現
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
わ
た
し
は
う
れ
し
い
」
「
も
の
書
き
は
時

に
は
一
つ
の
時
代
の
証
言
者
に
も
な
り
得
る
か
ら
だ
」
と
あ
と
が
き
で
言
っ
て
い
る
。

　

野
呂
が
過
し
た
千
歳
の
六
ヵ
月
か
ら
昭
和
三
十
年
代
初
期
の
千
歳
を
探
っ
て
み
た
い
の
だ

が
、
や
は
り
芥
川
賞
受
賞
作
第
一
部
『
草
の
つ
る
ぎ
』
か
ら
入
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

豊
田
健
次
著
『
そ
れ
ぞ
れ
の
芥
川
賞　

直
木
賞
』
に
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
六
日
開
催

の
芥
川
賞
選
考
会
の
翌
々
日
十
八
日
の
『
長
崎
新
聞
』
夕
刊
に
発
表
さ
れ
た
エ
ッ
セ
イ
『
草

の
つ
る
ぎ
』
の
中
で
野
呂
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

あ
れ
か
ら
十
六
年
た
つ
。
も
う
す
ぐ
十
七
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
わ
た

　
　

し
は
自
衛
隊
員
で
あ
っ
た
当
時
の
事
は
、
つ
い
き
の
う
の
こ
と
の
よ
う
に
あ
ざ
や
か
に
思
い
出
さ

　
　

れ
る
。　

　
　
　

高
校
を
出
た
年
、
父
が
経
営
し
て
い
た
事
業
に
失
敗
し
た
。
父
は
破
産
宣
告
を
う
け
る
と
同
時

　
　

に
大
病
に
か
か
っ
て
入
院
し
た
。
わ
た
し
は
次
男
で
弟
妹
が
四
人
い
た
。
上
の
妹
は
ま
だ
中
学
生

　
　

で
あ
っ
た
。
わ
た
し
は
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
上
京
し
て
仕
事
を
探
し
た
。
（
略
）

　
　
　

ト
ラ
ッ
ク
相
乗
り
、
板
金
工
、
コ
ッ
ク
見
習
い
、
ラ
ー
メ
ン
出
前
、
新
聞
配
達
、
喫
茶
店
の

　
　

ボ
ー
イ
、
店
員
、
雑
誌
の
セ
ー
ル
ス
等
と
い
う
仕
事
な
ら
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
。
（
略
）
わ
た
し

　
　

は
台
東
区
の
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
就
職
し
た
。

　
　
　

翌
年
、
わ
た
し
は
ス
タ
ン
ド
を
や
め
て
九
州
に
帰
り
、
佐
世
保
の
北
東
海
岸
に
あ
る
陸
自
相
浦

　
　

第
八
新
隊
員
教
育
隊
に
入
隊
し
た
。
そ
こ
で
三
十
二
年
六
月
か
ら
八
月
末
に
か
け
て
の
二
ヵ
月

　
　

間
、
前
期
訓
練
を
受
け
た
。
（
略
）
自
衛
隊
は
い
わ
ば
わ
た
し
の
大
学
で
あ
る
。
わ
た
し
は
学
校

　
　

で
教
え
ら
れ
る
以
上
の
こ
と
を
そ
こ
で
学
ん
だ
気
が
す
る
。
第
八
教
育
隊
で
過
ご
し
た
八
週
間
の

　
　

こ
と
を
わ
た
し
は
『
草
の
つ
る
ぎ
』
に
書
い
た
。
（
略
）

　

豊
田
は
四
〇
年
間
の
文
芸
春
秋
社
勤
務
の
う
ち
延
べ
一
〇
年
を
週
刊
誌
暮
ら
し
、
後
の

三
〇
年
間
は
文
芸
編
集
者
で
あ
り
、
芥
川
賞
、
直
木
賞
の
下
読
み
委
員
に
な
っ
て
い
た
。
昭

和
四
十
一
年
に
は
『
文
學
界
』
編
集
部
の
一
員
と
な
り
、
前
任
者
か
ら
分
厚
い
原
稿
の
束
を

渡
さ
れ
る
。

　

一
枚
目
に
暢
達
な
大
き
目
の
字
で
「
壁
の
絵　

野
呂
邦
暢
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

豊
田
に
と
っ
て
、
数
多
く
の
作
家
た
ち
と
の
出
会
い
‐
第
一
号
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら
八
年

後
に
野
呂
は
『
草
の
つ
る
ぎ
』
で
芥
川
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
「
現
場
で
処
女

作
、
デ
ビ
ュ
ー
作
、
ヒ
ッ
ト
作
、
代
表
作
、
話
題
作
の
す
べ
て
に
接
し
た
の
は
彼
一
人
だ

け
」
と
も
言
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
野
呂
か
ら
豊
田
宛
の
手
紙
は
一
二
〇
通
ほ
ど
残
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

豊
田
に
よ
る
と
野
呂
の
処
女
作
は
『
壁
の
絵
』
、
デ
ビ
ュ
ー
作
は
『
鳥
た
ち
の
河
口
』
、

芥
川
賞
作
家 

野
呂
邦
暢
と
千
歳

‐
自
衛
隊
員
の
青
春
記
『
草
の
つ
る
ぎ
』
考
‐

　

  

渡 　

辺 　

敏 　

子

千
歳
市
民
文
芸
の
会
事
務
局
長
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話
題
作
は
『
草
の
つ
る
ぎ
』
、
代
表
作
は
『
諫
早
菖
蒲
日
記
』
で
あ
る
。

　

野
呂
が
芥
川
賞
を
受
賞
す
る
ま
で
の
彼
の
候
補
作
品
と
、
そ
の
年
の
受
賞
作
品
を
追
っ
て

み
る
。

　
　

昭
和
四
十
二
年
一
月
（
第
五
六
回
）
候
補
作
品　

 

野
呂
邦
暢
『
壁
の
絵
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
作
品　

 

丸
山
健
二
『
夏
の
流
れ
』

　
　

昭
和
四
十
二
年
七
月
（
第
五
七
回
）
候
補
作
品　

 

野
呂
邦
暢
『
白
桃
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
作
品　

 

大
城
立
裕
『
カ
ク
テ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
』

　
　

昭
和
四
十
七
年
一
月
（
第
六
八
回
）
候
補
作
品　

 

野
呂
邦
暢
『
海
辺
の
広
い
庭
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
　

受
賞
作
品　

 

郷　

静
子
『
れ
く
い
え
む
』

　
　

昭
和
四
十
八
年
七
月
（
第
六
九
回
）
候
補
作
品　

 
野
呂
邦
暢
『
鳥
た
ち
の
河
口
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　

 　
　

受
賞
作
品　

 
三
木　

卓
『
鶸
』

　
　

昭
和
四
十
九
年
一
月
（
第
七
〇
回
）
候
補
作
品　

 

野
呂
邦
暢
『
草
の
つ
る
ぎ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
賞
作
品　

 

野
呂
邦
暢
『
草
の
つ
る
ぎ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

敦
『
月
山
』

　

「
二
〇
歳
前
後
に
味
わ
っ
た
塩
の
味
が
す
る
体
験
（
自
衛
隊
生
活
）
」
を
書
き
た
い
と
思

い
な
が
ら
長
い
間
書
け
な
か
っ
た
理
由
を
野
呂
は
一
六
年
も
経
っ
て
か
ら
理
解
す
る
。
「
自

衛
隊
を
外
か
ら
見
て
い
た
」
「
無
意
識
の
う
ち
に
か
つ
て
の
同
僚
や
上
官
を
裁
い
て
い
た
」

「
そ
う
い
う
特
権
が
自
分
に
あ
る
か
の
ご
と
く
思
い
上
が
っ
て
い
た
」
。

　

こ
こ
が
『
草
の
つ
る
ぎ
』
と
い
う
作
品
の
優
れ
て
い
る
所
以
で
も
あ
り
、
野
呂
邦
暢
と
い

う
作
家
の
純
粋
な
精
神
に
打
た
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
初
期
の
顔
が
表
れ

て
い
れ
ば
嬉
し
い
と
、
野
呂
は
言
う
。
そ
れ
は
丁
寧
に
見
事
に
描
か
れ
た
登
場
人
物
の
一
人

ひ
と
り
が
語
っ
て
い
る
。

　

野
呂
が
投
影
さ
れ
る
主
人
公
海
東
二
士
の
所
属
す
る
第
三
班
一
七
名
の
う
ち
一
〇
名
は
終

始
登
場
す
る
が
、
人
物
が
実
に
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。

　

小
山
二
尉
は
区
隊
長
、
区
隊
長
と
気
の
合
う
鈴
木
三
尉
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ボ
ー
イ
、
そ
こ

に
来
た
中
年
男
に
率
い
ら
れ
た
若
い
娼
婦
三
人
。
班
長
は
助
教
で
あ
り
、
殆
ど
独
身
。
西
村

は
一
七
名
の
中
で
た
だ
一
人
の
妻
帯
者
。
い
つ
も
妻
か
ら
の
手
紙
を
読
ん
で
い
る
。
東
郷
は

熊
本
で
映
画
技
師
の
見
習
い
だ
っ
た
。
加
治
木
は
私
大
卒
で
防
大
受
験
を
希
望
し
て
い
る
。

桐
野
は
休
憩
時
間
に
タ
バ
コ
を
吸
う
。
一
九
歳
な
の
に
六
〇
歳
に
見
え
る
ほ
ど
落
ち
着
き
は

ら
っ
て
い
る
。
缶
詰
の
イ
ワ
シ
を
平
等
に
分
け
な
け
れ
ば
気
が
済
ま
な
い
。
徳
光
は
あ
ま
り

話
に
加
わ
ら
な
い
。
長
崎
で
炭
鉱
夫
だ
っ
た
。
商
魂
逞
し
く
、
仲
間
に
金
を
貸
し
て
儲
け

る
。
猿
谷
と
松
井
は
タ
バ
コ
の
こ
と
で
銃
剣
を
抜
い
て
喧
嘩
を
す
る
。

　

昭
和
三
十
年
代
初
期
、
そ
し
て
自
衛
隊
に
入
隊
し
て
き
た
少
年
た
ち
の
生
活
の
貧
し
さ
が

偲
ば
れ
る
。
彼
ら
は
国
防
の
意
識
に
燃
え
て
い
た
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
貧
し
さ
か
ら
い
か

に
立
ち
上
が
っ
て
い
く
か
と
い
う
一
途
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
敗
戦
か
ら
一
〇
余
年
、
戦
の
た

め
の
訓
練
は
空
し
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
そ
こ
を
乗
り
越

え
な
け
れ
ば
彼
ら
の
八
方
塞

が
り
の
貧
し
さ
は
越
え
ら
れ

な
い
の
だ
。

　

初
め
て
の
野
営
で
桐
野
が

言
う
。
「
自
衛
隊
に
入
っ
て

一
つ
だ
け
よ
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
毎
日
ご
馳
走
が
く
え

る
こ
と
」
「
生
ま
れ
て
十
八

年
間
食
後
の
果
物
な
ど
食
べ

た
事
は
な
か
っ
た
」
。

　

海
東
二
士
が
入
隊
し
た
の

も
や
は
り
貧
し
さ
が
第
一
の

理
由
で
あ
っ
た
ろ
う
。
次
に

写真１　自衛隊発足当初の募集ポスター　
　　　　ポスターは全国市区町村役場の掲示板に張り出された
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チ
ラ
リ
と
姿
を
見
せ
る
父
親
像
が
あ
る
。
野
呂
は
「
自
衛
隊
に
入
る
と
い
う
反
時
代
的
行
為

の
説
明
を
、
ア
ナ
ク
ロ
親
父
の
存
在
で
代
行
さ
せ
る
の
が
意
図
だ
っ
た
」
が
失
敗
し
た
と
豊

田
宛
て
の
手
紙
で
言
っ
て
い
る
。

　
　
　

毎
日
の
新
聞
が
驚
天
動
地
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
ち
切
れ
そ
う
に
見
え
た
の
だ
。
天
皇
の
人
間
宣

　
　

言
、
戦
争
犯
罪
人
の
裁
判
、
ど
ん
な
記
事
も
お
や
じ
の
憤
慨
の
種
に
な
ら
な
い
も
の
は
な
か
っ

　
　

た
。
失
う
も
の
と
て
今
や
何
一
つ
な
い
く
せ
に
、
お
や
じ
は
財
閥
の
解
体
や
農
地
解
放
に
つ
い
て

　
　

ぶ
つ
く
さ
愚
痴
っ
た
も
の
だ
。

　

そ
し
て
最
も
大
き
く
占
め
て
い
た
理
由
は
、
青
春
期
に
独
特
の
自
己
否
定
で
あ
っ
た
。

　
　
　

助
手
た
ち
を
苛
立
た
せ
る
何
か
を
ぼ
く
は
身
に
つ
け
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
本
能
的
に
助

　
　

手
た
ち
は
そ
れ
を
嗅
ぎ
つ
け
て
目
の
敵
に
す
る
…
…
す
こ
ぶ
る
い
か
さ
な
い
草
色
の
作
業
着
な
ど

　
　

着
込
ん
で
鉄
砲
か
つ
ぎ
に
身
を
や
つ
し
て
い
る
の
も
、
元
は
と
い
え
ば
、
ぼ
く
の
中
に
あ
る
何
か

　
　

イ
ヤ
な
も
の
を
壊
し
た
い
か
ら
だ
…
…
ぼ
く
は
自
分
の
顔
つ
き
が
、
い
や
そ
れ
に
限
ら
ず
自
分
自

　
　

身
の
す
べ
て
が
イ
ヤ
だ
。
ぼ
く
は
別
人
に
な
り
た
い
。
ぼ
く
以
外
の
他
人
に
な
り
た
い
…
…
そ
の

　
　

た
め
に
は
自
分
を
使
い
つ
く
す
必
要
が
あ
る
…
…
。

　

海
東
二
士
が
後
期
訓
練
の
任
地
を
北
海
道
と
希
望
し
た
の
も
こ
れ
ら
の
心
の
呪
縛
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
訓
練
が
終
盤
に
差
し
掛
か
る
こ
ろ
、
第
一
部
『
草
の
つ
る
ぎ
』
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
展
開
さ
れ
る
。

　
　
　

す
で
に
三
個
中
隊
が
た
っ
ぷ
り
と
こ
ね
ま
わ
し
た
演
習
場
は
肘
も
埋
ま
る
ぬ
か
る
み
に
な
っ
て

　
　

い
た
。
…
…
た
ま
ら
な
く
気
が
滅
入
っ
た
。
雨
の
せ
い
か
ぬ
か
る
み
の
せ
い
か
分
ら
な
い
。
…
…

　
　

ぼ
く
は
と
い
え
ば
も
の
心
つ
い
て
か
ら
今
ま
で
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
泥
の
中
で
あ
が
い
て
い
た
よ
う
な

　
　

も
の
だ
っ
た
。

　

班
長
が
「
目
標
、
見
晴
し
台
下
の
湖
、
早
駆
け
に
前
へ
」
と
叫
ぶ
。
尾
根
の
向
こ
う
側
の

水
た
ま
り
に
飛
び
込
み
、
作
業
着
を
脱
い
で
水
に
叩
い
て
泥
を
落
と
し
始
め
る
。
地
雷
を
爆

発
さ
せ
て
し
ま
っ
た
時
、
与
那
嶺
は
脱
糞
し
て
し
ま
っ
た
。
「
よ
く
洗
え
」
と
桐
野
が
怒

る
。
水
の
中
で
子
供
の
よ
う
に
は
し
ゃ
い
で
、
裸
の
彼
ら
は
上
機
嫌
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
三

人
は
精
液
を
飛
ば
し
て
競
う
。
無
邪
気
な
思
春
期
の
少
年
た
ち
の
姿
で
あ
っ
た
。

　

海
東
二
士
に
一
つ
の
心
の
転
機
が
突
然
の
よ
う
に
訪
れ
る
。　

　
　
　

…
…
ぼ
く
は
洗
っ
た
服
を
草
の
上
に
投
げ
上
げ
た
。
体
か
ら
力
を
抜
い
て
水
に
漂
っ
た
。
五
十

　
　

日
間
、
彼
ら
を
憎
ん
で
い
た
と
は
自
分
で
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
西
村
も
松
井
も
与
那
嶺
も
、

　
　

ぼ
く
が
憎
む
の
と
同
じ
よ
う
に
ぼ
く
を
嫌
っ
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。
ぼ
く
自
身
で
あ
る
こ

　
　

と
を
や
め
、
無
色
透
明
の
他
人
に
な
る
こ
と
が
望
み
だ
っ
た
。
な
ん
と
い
う
錯
覚
だ
ろ
う
。
ぼ
く

　
　

は
初
め
か
ら
何
者
で
も
な
か
っ
た
の
だ
。
水
に
浮
い
て
漂
っ
て
い
る
今
そ
れ
を
悟
っ
た
。
ぼ
く
は

　
　

彼
ら
の
小
便
と
糞
と
精
液
に
つ
か
っ
て
浮
い
て
い
る
わ
け
だ
っ
た
。

　

『
草
の
つ
る
ぎ
』
は
自
衛
隊
と
い
う
特
殊
な
世
界
で
生
き
た
野
呂
の
青
春
記
で
あ
る
。
自

衛
隊
の
内
部
か
ら
描
か
れ
て
い
る
が
、
組
織
の
暴
露
や
批
判
な
ど
で
は
な
い
。
「
ぼ
く
は
初

め
か
ら
何
者
で
も
な
か
っ
た
の
だ
」
と
い
う
、
自
己
受
容
の
目
覚
め
に
い
た
る
極
め
て
文
学

性
の
高
い
作
品
で
あ
る
。

　
　
　

わ
た
し
は
そ
の
後
、
北
海
道
千
歳
に
配
属
さ
れ
た
。
特
科
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
こ
と
は
後
編

　
　

『
砦
の
冬
』
に
書
い
た
（
前
出
『
長
崎
新
聞
』
エ
ッ
セ
イ
『
草
の
つ
る
ぎ
』
）
。

　

い
よ
い
よ
第
二
部
『
砦
の
冬
』
に
入
る
が
、
海
東
二
士
（
野
呂
邦
暢
）
が
北
海
道
千
歳
の

第
一
特
科
団
第
四
特
科
群
第
七
一
七
特
科
大
隊
に
配
属
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
十
二
年
九
月
初

め
、
陸
上
自
衛
隊
が
発
足
し
て
ま
だ
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

第
七
一
七
特
科
大
隊
は
作
品
上
の
名
で
、
実
部
隊
は
第
一
一
七
特
科
大
隊
で
あ
ろ
う
。
駐

屯
地
は
作
品
上
、
千
歳
で
あ
る
が
東
千
歳
で
あ
る
。
こ
の
部
隊
は
昭
和
三
十
一
年
に
東
千
歳

で
新
編
、
三
十
七
年
上
富
良
野
に
移
駐
、
平
成
十
七
年
に
廃
止
に
な
っ
て
い
る
。

　

『
増
補
千
歳
市
史
』
を
参
考
に
千
歳
に
お
け
る
初
期
の
戦
後
部
隊
史
を
追
っ
て
み
た
。

　
　

・
警
察
予
備
隊　

昭
和
二
十
五
年
八
月
十
日
警
察
予
備
隊
の
設
置
を
定
め
る
。
八
月
二
十
一
日
、

　
　

第
一
回
入
隊
日
。
北
海
道
は
遅
れ
て
八
月
二
十
三
日
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
募
集

　
　

七
五
、
〇
〇
〇
人
。
九
月
上
旬
ま
で
募
集
と
試
験
は
実
施
さ
れ
た
。
二
十
五
年
八
月
千
歳
町
に
駐

　
　

屯
し
た
警
察
予
備
隊
員
数
三
、
一
〇
〇
有
余
人
。
翌
二
十
六
年
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
兵
師
団
が
来
駐
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す
る
と
警
察
予
備
隊
は
全
員
ほ
か
に
移
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
　

・
保
安
隊　

昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
日
米
安
保
条
約
が
発
効
し
、
我
が
国
も
自
国
防
衛
の

　
　

た
め
責
任
あ
る
態
度
を
執
る
よ
う
規
定
さ
れ
る
。
二
十
七
年
十
月
十
五
日
「
必
要
あ
る
場
合
に
行

　
　

動
す
る
」
質
的
変
化
を
遂
げ
て
発
足
し
た
。
十
一
月
十
五
日
北
海
道
に
全
国
初
め
て
の
方
面
隊
で

　
　

あ
る
北
部
方
面
隊
が
創
設
さ
れ
た
。
北
部
方
面
隊
は
総
監
部
を
札
幌
に
置
き
、
北
海
道
、
青
森
、

　
　

岩
手
、
秋
田
、
宮
城
の
各
県
を
含
む
地
域
を
担
当
。
北
部
方
面
隊
は
戦
車
を
欠
い
て
い
た
が
、
特

　
　

科
（
砲
兵
）
を
増
加
し
、
旭
川
、
名
寄
、
留
萌
、
釧
路
、
南
恵
庭
、
島
松
、
千
歳
、
幌
別
、
岩
見

　
　

沢
の
九
ヵ
所
に
キ
ャ
ン
プ
増
設
を
図
っ
て
土
地
取
得
に
乗
り
出
す
。
十
二
月
一
日
か
ら
本
州
方
面

　
　

か
ら
北
海
道
転
用
が
始
め
ら
れ
、
二
十
八
年
四
月
十
五
日
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
新
配
置
に
就
く
。　
　

　
　

十
二
月
十
二
日
千
歳
町
字
北
信
濃
に
保
安
隊
千
歳
駐
屯
部
隊
（
独
立
第
一
特
科
群
）
が
開
設
。

　
　

・
陸
上
自
衛
隊　

昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
我
が
国
と
米
軍
の
間
に
Ｍ
Ｓ
Ａ
武
器
援
助
協
定

　
　

が
結
ば
れ
、
六
月
二
日
「
防
衛
庁
設
置
法
案
」
「
自
衛
隊
法
案
」
の
防
衛
二
法
案
が
成
立
、
陸
海

　
　

空
三
自
衛
隊
が
発
足
し
た
。
九
月
一
日
北
部
方
面
隊
第
五
管
区
隊
創
設
に
伴
い
第
十
一
普
通
科
連

　
　

隊
は
小
月
な
ど
か
ら
千
歳
町
へ
の
移
駐
の
た
め
の
再
編
成
を
実
施
、
九
月
二
十
三
日
東
千
歳
駐
屯

　
　

地
に
移
駐
を
完
了
し
た
。
三
十
年
十
二
月
真
駒
内
に
第
七
混
成
団
が
編
成
、
三
十
六
年
二
月
に
は

　
　

機
械
化
に
改
編
、
翌
年
一
月
十
八
日
東
千
歳
に
移
駐
。
三
十
七
年
八
月
十
五
日
、
全
国
唯
一
の
機

　
　

械
化
「
第
七
師
団
」
が
発
足
し
た
。

　

第
二
部
（
後
編
）
『
砦
の
冬
』
は
第
一
部
『
草
の
つ
る
ぎ
』
の
倍
の
長
さ
は
あ
る
。
こ
こ

で
は
隊
内
生
活
が
さ
ら
に
淡
々
と
描
か
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

千
歳
駐
屯
地
に
来
て
三
ヵ
月
後
、
五
つ
の
班
に
分
け
ら
れ
る
。
教
育
中
隊
の
六
割
が
砲

班
。
彼
ら
は
ナ
ン
バ
ー
中
隊
で
あ
る
第
一
中
隊
か
ら
第
四
中
隊
に
配
分
さ
れ
た
。
三
割
は
有

線
と
無
線
班
。
残
り
一
割
に
満
た
な
い
の
が
Ｆ
Ｄ
Ｃ
（
射
撃
指
揮
）
班
と
測
量
班
。
教
育
隊

の
助
教
、
助
手
た
ち
は
大
隊
の
各
中
隊
に
所
属
す
る
陸
曹
、
士
長
が
つ
と
め
て
い
る
。
教
育

が
終
わ
れ
ば
原
隊
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
新
隊
員
は
三
ヵ
月
の
後
期
教
育
を
受
け
る
。

　

教
育
中
隊
の
基
幹
要
員
の
大
半
は
東
北
出
身
。
全
員
が
九
州
か
ら
来
た
新
隊
員
に
は
東
北

弁
が
よ
く
聞
き
取
れ
な
い
。
彼
ら
は
時
々
東
北
弁
を
真
似
て
う
さ
晴
ら
し
を
し
た
。
一
方
九

州
出
身
の
新
隊
員
は
別
名
「
ぎ
ゃ
ん
が
ん
」
と
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
も
言
葉
か
ら
き
て
い
た
。

　

仲
間
に
は
炭
鉱
夫
、
八
幡
か
ら
来
た
鋳
物
工
、
対
馬
の
漁
師
、
五
島
の
百
姓
。
熊
本
出
身

が
五
割
を
占
め
、
映
画
技
師
の
見
習
い
、
倒
産
し
た
土
建
会
社
の
社
員
、
や
く
ざ
の
使
い
走

り
を
し
て
い
た
者
も
い
た
が
彼
ら
は
九
州
に
残
り
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ダ
ン
プ
カ
ー
の
運
転

免
許
を
取
り
、
ほ
か
の
就
職
に
役
立
て
た
い
と
考
え
た
。

　

海
東
は
普
通
科
（
歩
兵
）
を
希
望
す
る
。
出
来
る
だ
け
遠
く
へ
行
き
た
い
願
い
か
ら
北
海

道
を
選
ぶ
。
や
は
り
、
貧
し
さ
か
ら
脱
し
た
い
願
い
が
第
一
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
「
し
ぼ
り

た
て
の
牛
乳
の
よ
う
な
新
鮮
な
世
界
。
切
れ
ば
血
の
滲
む
よ
う
な
一
刻
一
刻
が
張
り
つ
め
た

時
間
」
が
欲
し
か
っ
た
。

　

彼
ら
は
四
日
間
を
か
け
て
「
新
し
い
天
地
、
草
原
も
丘
も
た
っ
た
今
石
鹸
と
ワ
イ
ヤ
ブ
ラ

シ
で
洗
っ
た
よ
う
に
新
鮮
」
な
任
地
に
着
い
た
の
だ
っ
た
。

　

こ
こ
で
も
第
一
部
と
同
じ
よ
う
に
登
場
人
物
が
鮮
明
に
巧
み
に
描
か
れ
て
い
る
。
海
東
二

士
は
特
科
の
測
量
班
に
配
属
さ
れ
る
。
Ｓ
２
（
第
二
科
）
情
報
担
当
で
あ
る
。
Ｓ
１
（
人
事

担
当
）
の
剣
持
一
尉
は
満
州
で
ソ
連
軍
に
捕
え
ら
れ
、
シ
ベ
リ
ア
の
ラ
ー
ゲ
リ
ー
で
五
年
間

材
木
運
び
を
や
っ
た
。
骨
の
髄
か
ら
の
ア
カ
嫌
い
。
よ
く
時
代
小
説
を
読
ん
で
い
る
。
本
間

一
尉
は
イ
ン
ド
シ
ナ
帰
り
。
い
つ
も
ぶ
つ
ぶ
つ
呟
き
な
が
ら
計
算
尺
を
ひ
ね
く
り
ま
わ
し
て

い
る
。
Ｓ
４
（
補
給
担
当
）
主
任
小
松
二
尉
は
管
理
中
隊
と
大
隊
本
部
を
行
っ
た
り
来
た
り

で
半
時
間
と
席
に
い
た
た
め
し
が
な
い
。
Ｓ
２
主
任
は
静
岡
の
富
士
学
校
へ
派
遣
さ
れ
て
お

り
、
安
宅
二
尉
が
業
務
を
代
行
し
て
い
る
。
彼
は
ど
こ
か
頼
り
な
く
「
そ
う
で
す
か
、
す
み

ま
せ
ん
な
ぁ
」
が
口
癖
。
剣
持
二
尉
に
、
そ
れ
が
よ
く
な
い
と
忠
告
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。

敬
礼
は
招
き
猫
の
し
ぐ
さ
に
見
え
る
。
安
宅
二
尉
の
鬱
積
は
心
を
許
し
て
い
る
ら
し
い
海
東

二
士
に
向
け
ら
れ
る
。
千
歳
で
の
半
年
の
間
に
五
回
も
剣
道
の
相
手
を
さ
せ
ら
れ
、
海
東
は

気
も
失
わ
ん
ば
か
り
に
打
ち
の
め
さ
れ
る
（
Ｓ
３
は
訓
練
担
当
で
あ
る
）
。

　

佐
久
間
二
曹
は
い
つ
も
「
モ
ー
ニ
ン
」
と
朝
の
挨
拶
を
す
る
。
実
際
の
事
務
は
陸
士
長
た
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ち
が
取
り
仕
切
っ
て
い
る
。
丹
下
士
長
は
非
常
に
真
面
目
で
隊
務
に
誠
実
で
あ
る
。
海
東
の

入
っ
た
事
務
所
は
四
人
の
陸
尉
と
三
人
の
陸
士
長
が
い
る
。
海
東
は
新
入
り
最
下
級
の
二
等

陸
士
。
雑
用
が
み
な
回
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
平
気
だ
が
、
主
任
た
ち
の
目
が
た
ま
ら
な
い
の

で
あ
る
。

　

若
い
彼
ら
は
「
野
良
犬
よ
り
も
浅
ま
し
く
」
飢
え
て
い
た
、
と
あ
る
。
夕
食
後
Ｐ
Ｘ
へ
行

き
、
餡
パ
ン
を
買
い
、
帰
り
道
に
迷
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
の
建

物
付
近
ま
で
行
っ
た
。
そ
の
内
部
が
見
え
、
テ
ー
ブ
ル
も
ロ
ッ
カ
ー
も
輝
い
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
九
月
と
い
う
の
に
ス
ト
ー
ブ
を
使
い
、
彼
ら
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
一
枚
に
な
り
、
テ
ー
ブ

ル
を
挟
ん
で
カ
ー
ド
を
も
て
あ
そ
ん
で
い
た
。

　

読
み
進
む
う
ち
に
身
近
な
地
名
が
出
て
き
て
今
も
海
東
二
士
こ
と
野
呂
邦
暢
が
自
衛
官
と

し
て
千
歳
の
ど
こ
か
に
い
そ
う
な
気
が
し
て
く
る
。

　

七
日
間
の
野
営
を
し
た
島
松
演
習
場
。
地
誌
踏
査
に
は
安
宅
二
尉
、
佐
久
間
二
曹
、
丹
下

士
長
、
海
東
二
士
の
四
人
で
出
る
。
根
志
越
、
幌
別
、
追
分
、
安
平
、
白
老
。
地
図
を
用
意

す
る
の
は
海
東
の
役
目
。
地
図
庫
は
不
便
な
場
所
に
離
れ
て
お
り
、
地
図
を
出
し
入
れ
す
る

の
に
往
復
す
る
間
一
人
に
な
れ
る
。
そ
れ
が
海
東
の
楽
し
み
の
時
間
だ
っ
た
。

踏
査
の
コ
ー
ス
は
根
志
越
か
ら
長
都
沼
を
経
て
幌
加
へ
。
由
仁
を
越
え
て
夕
張
川
上
流
へ
向

か
う
予
定
で
あ
る
。

　

ジ
ー
プ
の
中
で
安
宅
二
尉
が
地
名
に
つ
い
て
語
る
。
「
恵
庭
岳
の
手
前
、
国
道
の
東
側
に

ア
イ
ヌ
の
砦
跡
が
あ
り
ま
す
」
「
砦
の
こ
と
を
ア
イ
ヌ
語
で
チ
ャ
シ
と
い
い
ま
す
。
北
海
道

に
は
チ
ャ
シ
と
つ
く
地
名
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ほ
ぼ
昔
の
砦
と
み
て
い
い
で
し
ょ
う
」

　

安
宅
二
尉
は
部
下
に
も
上
級
者
と
同
じ
よ
う
に
気
を
つ
か
う
。
「
ぶ
っ
殺
し
て
や
り
た
い

く
ら
い
で
す
よ
、
あ
ん
な
男
。
見
て
い
る
と
こ
っ
ち
ま
で
い
ら
い
ら
し
て
や
り
切
れ
ん
の
で

す
よ
」
と
丹
下
士
長
は
言
う
。
「
い
た
わ
っ
て
や
れ
よ
」
新
隊
員
の
海
東
二
士
だ
っ
て
何
く

れ
と
な
く
か
ば
っ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
、
と
佐
久
間
二
曹
。
安
宅
二
尉
と
い
う
男
に
野
呂
邦

暢
が
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
し
か
た
が
な
い
。

　

九
月
初
め
に
千
歳
に
来

て
十
月
ま
で
外
出
禁
止
。

十
月
に
一
、
二
度
外
出

し
、
十
一
月
に
は
再
び
外

出
禁
止
。
駐
屯
地
か
ら
町

ま
で
片
道
走
る
の
に
三
〇

分
か
か
っ
た
。
「
小
川
を

渡
れ
ば
そ
こ
が
千
歳
町

だ
」
と
あ
る
。
走
っ
た
と

き
は
町
を
抜
け
青
葉
公
園

で
休
ん
だ
。
九
州
の
田
舎

町
と
の
決
定
的
な
違
い
は

水
田
が
見
当
た
ら
な
い
こ

と
だ
っ
た
。

　

外
出
す
る
新
隊
員
に

「
お
前
ら
気
い
つ
け
よ
。

千
歳
菌
と
い
う
て
な
、
ど
ん
な
薬
で
も
な
お
ら
ん
病
気
を
こ
こ
の
女
ど
も
は
…
…
」
と
高
塔

三
曹
が
注
意
す
る
。
新
隊
員
の
外
出
は
性
欲
の
解
消
に
結
び
付
い
て
い
る
。
海
東
は
高
塔
三

曹
の
言
っ
た
「
千
歳
菌
」
が
頭
か
ら
離
れ
ず
、
そ
ん
な
気
に
な
れ
な
い
。

　

売
春
防
止
法
は
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
五
月
に
成
立
し
翌
年
四
月
に
施
行
さ
れ
た

が
、
刑
事
処
分
を
伴
う
完
全
施
行
は
野
呂
が
第
一
一
七
特
科
大
隊
に
配
属
さ
れ
た
三
十
二
年

九
月
の
半
年
後
三
十
三
年
四
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

「
例
の
禁
止
法
が
国
会
を
通
っ
た
で
し
ょ
う
。
四
月
か
ら
若
か
隊
員
は
ど
ぎ
ゃ
ん
す
れ
ば

よ
か
か
」
「
か
え
っ
て
隊
員
の
身
の
た
め
に
は
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。
第
一
お
金
を
使
わ
な

く
な
る
。
貯
金
が
増
え
る
で
し
ょ
う
」
「
若
か
隊
員
が
可
哀
想
か
ば
い
」

写真２　市制施行に向けて建設中の旧市庁舎（昭和32年10月頃撮影）　
　　　　野呂邦暢が千歳の部隊に異動してきた頃の建設状況　33年３月
　　　　に完成、４ヵ月間は町役場庁舎として使われた
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駆
け
足
と
除
雪
と
灌
木
伐
採
で
体
を
使
う
。
性
犯
罪
が
増
え
や
し
な
い
か
。
巡
察
を
厳
し

く
や
れ
ば
よ
い
。
女
た
ち
は
消
え
て
し
ま
う
の
か
。
消
え
や
し
な
い
ね
、
絶
対
に
。
大
っ

ぴ
ら
に
商
売
で
き
な
い
と
、
か
え
っ
て
病
気
が
拡
が
り
は
し
な
い
か
。
ア
メ
公
の
女
た
ち
に

も
禁
止
法
は
適
用
さ
れ
る
の
か
。
オ
ン
リ
ー
た
ち
は
ど
う
な
る―

中
隊
長
た
ち
の
会
話
で
あ

る
。

　

本
部
中
隊
に
配
属
さ
れ
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と
が
一
つ
だ
け
あ
る
、
と
海
東
二
士
は
言

う
。
九
九
式
小
銃
の
代
わ
り
に
カ
ー
ビ
ン
銃
を
測
量
班
だ
け
に
支
給
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。

九
九
式
は
昔
の
陸
軍
が
使
っ
て
い
た
鉄
砲
で
、
米
軍
に
押
収
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
彼

ら
は
ラ
イ
フ
ル
と
い
え
ば
Ｍ
１
ガ
ー
ラ
ン
ド
し
か
知
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　

九
九
式
は
Ｍ
１
ガ
ー
ラ
ン
ド
銃
に
く
ら
べ
る
と
話
に
な
ら
な
か
っ
た
。
ぼ
く
ら
は
九
九
式
を
け

　
　

な
さ
な
か
っ
た
。
話
題
に
さ
え
し
な
か
っ
た
。
九
九
式
を
馬
鹿
に
す
る
の
は
易
し
か
っ
た
が
、
こ

　
　

の
場
合
、
馬
鹿
に
し
た
と
す
れ
ば
日
本
と
い
う
国
の
貧
し
さ
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お

　
　

さ
ず
ぼ
く
ら
自
身
の
貧
し
さ
な
の
だ
っ
た
。

　

外
出
し
た
海
東
二
士
は
当
時
の
街
の
様
子
を
こ
う
述
べ
て
い
る
。　

　
　
　

町
を
二
つ
に
別
け
て
川
が
流
れ
て
い
る
。
映
画
館
の
裏
手
で
折
れ
る
と
そ
の
川
に
か
か
っ
た
橋

　
　

に
出
る
。
木
の
欄
干
に
も
た
れ
て
い
る
と
気
が
休
ま
っ
た
。

　

映
画
館
は
清
水
町
に
あ
っ
た
千
歳
座
で
あ
り
、
橋
は
新
橋
で
あ
ろ
う
。

　

物
語
の
終
わ
り
に
近
く
、
兎
狩
り
が
実
施
さ
れ
る
。
恵
庭
岳
山
麓
の
丘
陵
地
帯
で
あ
る
。

各
中
隊
が
競
う
狩
り
で
一
羽
に
つ
き
二
百
円
が
支
払
わ
れ
る
と
い
う
。
雪
が
降
り
し
き
る

中
で
海
東
は
群
か
ら
離
れ
、
迷
っ
て
し
ま
う
。
崖
を
滑
り
落
ち
、
カ
ラ
マ
ツ
の
幹
に
右
足
が

挟
ま
り
動
け
な
く
な
る
。
雪
の
中
で
例
え
よ
う
な
く
い
い
気
分
に
な
り
、
次
々
と
幻
が
表
れ

た
。
同
僚
、
上
司
、
受
け
た
新
隊
員
教
育
の
様
子
、
特
殊
な
言
葉
。
あ
や
う
く
凍
死
す
る
と

こ
ろ
の
海
東
に
現
れ
た
幻
は
異
様
な
世
界
だ
っ
た
。

　

海
東
は
道
路
を
見
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。

　
　
　

道
の
先
に
は
ど
ん
な
町
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
人
間
が
住
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と

　
　

考
え
る
の
が
好
き
だ
っ
た
。
（
略
）
（
誰
に
会
お
う
と
敬
礼
な
ん
か
せ
ず
に
）
好
き
な
仕
事
が
し

　
　

た
く
な
っ
た
。
好
き
で
な
く
て
も
仕
事
ら
し
い
仕
事
な
ら
ど
ん
な
仕
事
で
も
良
か
っ
た
。
（
略
）

　
　

道
路
は
手
を
叩
き
、
歌
を
う
た
い
、
そ
そ
の
か
し
て
ぼ
く
を
遠
く
へ
と
誘
う
か
の
よ
う
だ
。
帰
り

　
　

た
い
、
と
ぼ
く
は
思
っ
た
。

　

海
東
は
自
衛
隊
を
辞
め
る
決
心
を
す
る
。
安
宅
二
尉
と
五
回
目
の
こ
れ
が
最
後
の
剣
道
の

手
合
わ
せ
を
す
る
。
「
ぼ
く
が
向
か
い
合
っ
て
い
る
の
は
何
者
な
の
か
。
人
を
し
た
た
か

ひ
っ
ぱ
た
い
て
お
い
て
、
す
み
ま
せ
ん
と
泪
を
流
す
の
は
ど
う
い
う
了
簡
な
の
か
…
」
向
か

い
合
っ
て
い
る
の
は
も
う
一
人
の
海
東
に
違
い
な
い
。
最
後
に
海
東
は
安
宅
二
尉
め
が
け
て

体
ご
と
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
。

　

昭
和
五
十
五
年
五
月
、
大
型
連
休
に
入
る
直
前
、
野
呂
邦
暢
上
京
。
こ
の
時
初
め
て
野

呂
、
向
田
邦
子
の
両
名
は
顔
を
合
わ
せ
た
。
六
本
木
の
中
華
料
理
店
。
二
次
会
は
豊
田
の
行

き
つ
け
の
酒
場
。
普
段
飲
ま
な
い
野
呂
が
水
割
り
を
お
代
わ
り
し
て
い
た
の
が
印
象
的
だ
っ

た
と
豊
田
は
言
う
。
そ
の
一
〇
日
ほ
ど
後
、
野
呂
は
心
筋
梗
塞
で
急
死
す
る
。
四
二
歳
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　

『
草
の
つ
る
ぎ
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
野
呂
は
「
あ
と
が
き
」
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　

『
草
の
つ
る
ぎ
』
と
は
営
庭
に
し
げ
っ
て
い
た
萱
科
の
硬
い
葉
身
を
指
し
も
す
る
し
、
九
州
各

　
　

地
か
ら
集
ま
っ
た
少
年
た
ち
の
肉
体
を
も
意
味
す
る
。
小
銃
を
抱
え
て
草
原
を
這
い
回
れ
ば
、
草

　
　

は
さ
な
が
ら
ナ
イ
フ
の
よ
う
に
わ
た
し
達
を
刺
し
、
時
に
は
優
し
く
肌
を
愛
撫
す
る
か
と
思
わ
れ

　
　

た
。
兵
士
と
は
そ
も
そ
も
肉
体
が
一
個
の
武
器
で
あ
る
。
（
略
）
農
夫
、
工
員
、
漁
師
、
坑
夫
で

　
　

あ
っ
た
隊
員
も
無
名
の
民
衆
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
彼
ら
自
身
一
茎
の
草
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

野
呂
邦
暢
（
昭
和
十
二
年
九
月
二
十
日
～
五
十
五
年
五
月
七
日　

享
年
四
二
歳
）

　

長
崎
県
長
崎
市
生
ま
れ　

本
名
‐
納
所
邦
暢

　

昭
和
三
十
一
年　

長
崎
県
立
諫
早
高
等
学
校
卒
業
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職
を
転
々
と
し
た
後
、
昭
和
三
十
二
年　

佐
世
保
陸
上
自
衛
隊
入
隊

　

昭
和
四
十
年　

『
あ
る
男
の
故
郷
』
第
二
一
回
文
學
界
新
人
賞
佳
作
受
賞

　

昭
和
四
十
九
年
『
草
の
つ
る
ぎ
』
第
七
〇
回
芥
川
賞
受
賞

　

毎
年
五
月
最
終
日
曜
日
に
菖
蒲
忌
が
行
わ
れ
る
（
諫
早
市
上
山
公
園
内
野
呂
文
学
碑
前
）

初
出
誌

　

『
草
の
つ
る
ぎ
』　

『
文
學
界
』
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
号

　

『
砦
の
冬
』　

『
文
學
界
』
昭
和
四
十
九
年  

三
月
号

参
考
文
献

　

千
歳
市
『
増
補
千
歳
市
史
』　

昭
和
四
十
九
年

　

豊
田
健
次
『
そ
れ
ぞ
れ
の
芥
川
賞　

直
木
賞
』
文
芸
春
秋
社　

平
成
十
六
年　

　

第
一
特
科
団
『
第
一
特
科
団
史
』　

昭
和
三
十
一
年

　

『
草
の
つ
る
ぎ
』
は
千
歳
市
立
図
書
館
に
蔵
書
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
が

読
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

写真３　野呂邦暢著『草のつるぎ』文芸春秋刊	
　　　　千歳が舞台の『砦の冬』が収録されて
　　　　いる　
　　　　市立図書館は野呂作品としてほかに
　　　　『野呂邦暢作品集』『夕暮れの緑の光』
　　　　『落城記』を蔵書している




